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方法は C57BL/6 マウスを用いて第 10 胸椎椎弓切除を行い、圧迫強度を調節することが
出来る Infinite Horizon impactorを用いて第10胸椎レベルの脊髄を圧迫してマウス胸髄損
傷モデルを作成した。50kdyn の圧迫力を加えた軽症群と、70kdyn の圧迫力を加えた重症
群の 2種類を作製し、椎弓切除のみを行った sham群と何も処置しない normal群の 4群で
比較検討した。脊髄機能評価として Basso mouse scale（BMS）を損傷後 3、12、24時間
および、 3、5、7、14、21、28、35、42日に測定した。 損傷後 3、12、24時間および 3、
7日に血清と脊髄損傷部を採取しRNAを抽出した。初めに損傷後 12時間の血清でTaqMan 







損傷後 3、12、24時間で、miR-219血清は損傷後 12、24時間で、miR-384-5pは損傷後 3、
12時間で、重症群＞軽症群＞sham群の順に有意に発現が高く、normal群と sham群とで
発現に有意差を認めなかった。miR-9*とmiR-384-5pは受傷後 3時間、miR-219は受傷後
12時間で発現が最も高かった。脊髄損傷部の組織から抽出した RNAでは、受傷後 12時間
で最も発現が高く、軽症群と重症群は sham 群よりも有意に発現が高かったが、軽症群と
重症群との間に発現に差がなかった。炎症関連miRNAであるmiR-146a-5pおよびmiR-155
では、normal群より発現が高かったが、重症度に関連した発現傾向は認められなかった。 
血清中のmiR-9*、miR-219およびmiR-384-5pは損傷後 3～24時間の急性期バイオマー
カーとして有用であると考えられた。これらの発現は normal群と sham群とで差がなく、
骨格筋や骨の損傷による影響を受けていないと考えられ、炎症関連miRNAの発現とも関連
していなかったことから、脊髄の損傷に特異的な発現変化と考えられた。 
 
